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第７章 資料集 

１．第６期豊能町障害福祉計画・第２期豊能町障害児福祉計画の策定経過 

 

年月日 審議内容等 

令和２年 

７月９日（木） 

第１回 策定委員会 

・委員長、副委員長の選任について 

・計画の概要について 

・各事業所 障害福祉サービス提供状況等の照会について 

・策定スケジュールについて 

９月７日（月）～ 

９月 30 日（水） 

各事業所 障害福祉サービス提供状況等照会 

・対象 78 事業所  回収 60 事業所 

11 月 25 日（水） 

第２回 策定委員会 

・各事業所障害福祉サービス提供状況等の照会について 

・計画の素案について 

・今後の策定スケジュールについて 

令和３年 

１月 22 日（金）～ 

２月 22 日（月） 

パブリックコメントの実施 

３月８日（月） 

第３回 策定委員会 

・第６期豊能町障害福祉計画・第２期豊能町障害児福祉計画（案）に係る 

パブリックコメント結果及び町の考え方について 

・第６期豊能町障害福祉計画・第２期豊能町障害児福祉計画（最終案）に 

ついて 
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２．豊能町障害者計画等策定委員会規則 

 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、豊能町附属機関に関する条例（平成25年豊能町条例第24号）第２条

の規定に基づき、豊能町障害者計画等策定委員会（以下「委員会」という。）の組織、運

営その他必要な事項について定めるものとする。 

 

 （担任事務の細目） 

第２条 委員会の担任する事務の細目については、次に掲げるものとする。 

(1) 障害者計画の策定及び見直しに関する事項 

(2) 障害福祉計画の策定及び見直しに関する事項 

(3) 障害児福祉計画の策定及び見直しに関する事項 

(4) その他前３号の計画に関する事項 

 

 （組織） 

第３条 委員会は、委員20人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから町長が任命し、又は委嘱する。 

(1) 学識経験を有する者 

(2) 障害者団体の代表者 

(3) 保健、医療又は福祉に関する事業所の代表者 

(4) 公募による町の住民 

(5) 関係行政機関の職員 

３ 委員の任期は、任命又は委嘱の日から計画の策定又は見直しが完了する日までとする。 

 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 

 （会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

４ 委員会の会議は、公開とする。ただし、委員長が、会議の公正が害されるおそれがあ

ると認めるときは、公開しないことができる。 

５ 委員会において必要があると認めるときは、委員以外の者に会議への出席を求め、そ

の説明若しくは意見を聴き、又は委員以外の者から必要な資料の提出を求めることがで

きる。 
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 （庶務） 

第６条 委員会の庶務は、保健福祉部福祉課において行う。  

              

 （委任） 

第７条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員

会に諮って定める。 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

 （招集の特例） 

２ この規則の施行後及び委員の任期満了後最初に行われる委員会の会議は、第５条第１

項の規定にかかわらず、町長が招集する。 

附 則（平成29年３月30日規則第４号抄） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成 29年４月１日から施行する。 

    附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
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３．豊能町障害者計画等策定委員会名簿 

 

委嘱機関：令和２年７月９日～令和３年３月３１日 

所属及び役職等は、委嘱日（令和２年７月９日）時点のものです。 
 

（敬称略、順不同） 

氏名 所属 区分 

◎梓川 一 東大阪大学介護福祉学科 教授 

学識経験を有する者 

〇小川 定男 一般社団法人池田市医師会 代表 

三澤 由美子 豊能町肢体不自由児者父母の会 代表 障害者団体の代表者 

向井 勝 社会福祉法人豊能町社会福祉協議会 会長 

保健、医療又は福祉に

関する事業所の代表者 

福原 俊作 豊能町民生委員児童委員協議会 副会長 

前田 佳則 社会福祉法人北摂信愛園 施設長 

髙橋 基樹 
社会福祉法人産経新聞厚生文化事業団 

 福祉相談くすのき 所長 

井口 仁 社会福祉法人豊悠福祉会 祥雲館 総合施設長 

野田 美紗子 社会福祉法人てしま福祉会 理事長 

清水 正樹 
社会福祉法人北摂福祉会 

 地域支援センター第２わとと 管理責任者 

坪井 理絵子 豊能町立たんぽぽの家 施設長 

（欠員）  公募による町の住民 

松田 幸久 
大阪労働局 池田公共職業安定所 

 専門援助部門 統括職業指導官 

関係行政機関の職員 金田一 尚元 大阪府池田保健所 参事兼地域保健課長 

福田 和平 
大阪府池田子ども家庭センター 

 育成支援課課長補佐 

上浦  登 豊能町保健福祉部 部長 町職員 

（◎委員長、〇副委員長） 
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４．サービス提供状況等照会結果一覧（第２回策定委員会資料より抜粋） 
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況
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続
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域
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心
し

て
働

き
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す

た
め

、
就

労
支

援
を
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じ

め
と
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「
人

と
つ

な
が

る
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わ
り

あ
う
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る

。
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績
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産
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く
作
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収
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迷

利
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者
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、
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的

な
モ

チ
ベ
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シ

ョ
ン
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プ
が
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る
活
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進
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、
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行
う
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2
地
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活

動
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援
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事
業
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活
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る
精

神
障
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常
生

活
の

支
援
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談
地
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活

動
を

行
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よ

り
、
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神

障
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者
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に
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会
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加
の

促
進
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び

地
域

住
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神
障

害
者

理
解

の
促

進
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図
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こ
と

を
目
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人
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不
足
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家

賃
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3
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労
継

続
支

援
A

型
5

2
4

就
労
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困

難
な

方
に
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、
作

業
の
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、
訓

練
を

行
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、
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立
し

た
日
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生

活
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会

生
活
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む
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で
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る
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す
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生
産

活
動

事
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て
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作
業
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る
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事

を
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収
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。
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が

で
き

る
よ

う
、

利
用

者
を

雇
用

し
就

労
の

機
会

を
確

保
、

そ
の

知
識

及
び

能
力

の
向

上
の

た
め

に
必

要
な

訓
練

を
行

う
。

自
社

製
品

が
な

く
、

生
産

活
動
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負

作
業
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忙
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、
提

供
す

る
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事
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対
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に
作

業
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こ

と
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で
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の
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え
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。
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を
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が
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れ
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踏
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。
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。
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ニ
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ラ
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援
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課
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9
放

課
後

等
デ
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、

生
活

介
護

8
8

重
症

心
身

障
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児
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の
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活

動
の

場
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提
供

生
活

介
護
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放
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生
活

介
護

と
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て
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機
能
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る
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放
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ス
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携

を
深

め
る

。

1
0

生
活

介
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援
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。
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介
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、
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ど
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に
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、
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困
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困
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談
対

応
、

生
活

困
窮

者
就

労
訓

練
事

業
に

よ
る

困
窮

者
就

労
の

場
、

福
祉

避
難

所
登

録
、

居
場

所
づ

く
り

事
業

1
3

共
同

生
活

援
助

1
4

3

地
域

移
行

医
療

体
制

へ
の

不
安

（
立

地
的

に
か

か
り

つ
け

医
が

遠
い

）
家

族
の

高
齢

化
、

人
員

不
足

利
用

者
の

体
調

不
良

時
の

対
応

を
法

人
母

体
で

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
強

化
人

員
不

足
解

消
の

た
め

の
求

人

1
4

生
活

介
護

1
0

1
7

指
定

生
活

介
護

の
適

正
な

運
営

、
障

害
者

の
意

志
、

人
格

を
尊

重
し

、
利

用
者

の
立

場
に

立
っ

た
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

農
作

業
で

広
い

空
間

で
ス

ト
レ

ス
軽

減
に

配
慮

し
た

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
、

一
方

で
屋

外
で

の
リ

ス
ク

を
い

か
に

少
な

い
職

員
で

支
え

る
か

。

ス
ト

レ
ス

な
ど

か
ら

く
る

パ
ニ

ッ
ク

が
少

な
い

今
の

環
境

を
継

続

1
5

共
同

生
活

援
助

1
2

1
6

指
定

共
同

生
活

援
助

の
適

正
な

運
営

、
障

害
者

の
意

志
、

人
格

を
尊

重
し

た
利

用
者

の
立

場
に

立
っ

た
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

日
中

の
支

援
は

職
員

配
置

が
充

分
で

あ
る

の
に

対
し

、
重

度
の

障
害

の
あ

る
利

用
者

の
夜

間
の

支
援

は
男

女
と

も
に

一
人

し
か

常
駐

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

ず
不

安
を

感
じ

る
。

土
日

な
ど

の
外

出
強

化
支

援
を

月
２

回
実

施
、

今
後

も
継

続

1
6

生
活

介
護

、
就

労
継

続
支

援
B

型
1
6

簡
易

授
産

所
の

実
現

を
目

指
し

基
金

設
立

、
関

係
機

関
の

協
力

に
よ

り
設

立
利

用
者

増
加

に
よ

り
施

設
が

狭
く
な

り
、

移
転

を
検

討
社

会
福

祉
事

業
の

主
た

る
担

い
手

と
し

て
ふ

さ
わ

し
い

事
業

を
確

実
・
効

果
的

・
適

正
に

行
う

た
め

、
経

営
基

盤
の

強
化

、
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

、
事

業
経

営
の

透
明

化
確

保
、

地
域

福
祉

の
推

進

地
域

福
祉

に
貢

献
す

る
取

組
み

と
し

て
、

地
域

の
経

済
的

困
窮

者
支

援
の

た
め

、
無

料
ま

た
は

低
額

で
の

福
祉

サ
ー

ビ
ス

や
、

高
齢

者
、

子
ど

も
、

障
害

者
の

居
場

所
づ

く
り

を
検

討
で

き
れ

ば
良

い
。そ

の
他

の
取

組
み

番
号

活
動

内
容

職
員

数
会

員
数

利
用

者
数

設
立

目
的

課
題

・
問

題
点

今
後

の
方

向
性
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1
7

施
設

入
所

、
生

活
介

護
、

短
期

入
所

5
4

障
害

の
あ

る
方

の
生

活
拠

点
の

場
と

し
て

自
立

し
た

暮
ら

し
を

支
援

す
る

。
利

用
者

・
家

族
の

高
齢

化
医

療
的

ケ
ア

地
域

と
の

連
携

の
強

化
、

障
害

者
支

援
を

中
心

と
し

た
地

域
貢

献
C

S
W

配
置

、
福

祉
避

難
所

1
8

生
活

介
護

1
6

4
4

日
中

活
動

の
支

援
高

齢
化

に
よ

る
機

能
低

下
、

体
力

低
下

に
対

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
強

化
、

職
員

の
意

識
転

換
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

対
す

る
細

や
か

な
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

で
き

る
仕

組
み

づ
く
り

1
9

生
活

介
護

1
6

2
3

人
材

育
成

、
人

材
確

保
、

困
難

ケ
ー

ス
対

応
重

度
ケ

ー
ス

の
利

用
者

の
自

立
度

を
高

め
、

充
実

し
た

生
活

に
つ

な
げ

る
。

コ
ロ

ナ
禍

で
在

宅
の

日
数

が
増

え
困

っ
て

い
る

方
の

受
入

れ

2
0

障
害

者
支

援
施

設
4
2

4
1

高
齢

知
的

障
害

者
の

生
活

支
援

高
齢

化
に

伴
う

医
療

連
携

、
家

族
・
後

見
人

等
と

の
責

任
分

担
高

齢
知

的
障

害
者

支
援

2
1

就
労

継
続

支
援

B
型

2
1
3

精
神

障
害

に
よ

り
一

般
就

労
が

難
し

い
方

が
作

業
訓

練
や

地
域

交
流

活
動

を
通

じ
て

就
労

や
地

域
生

活
で

の
社

会
参

加
、

社
会

復
帰

が
で

き
る

よ
う

支
援

高
齢

化
に

よ
り

利
用

者
減

少
傾

向
現

状
維

持

2
2

共
同

生
活

援
助

5
7

障
害

の
あ

る
当

事
者

が
当

た
り

前
に

地
域

で
暮

ら
し

自
立

を
目

指
す

。
利

用
者

の
高

齢
化

に
伴

い
、

そ
の

方
が

住
み

や
す

い
平

屋
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

な
住

宅
へ

の
住

み
替

え

高
齢

化
が

進
む

中
、

介
護

保
険

と
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

併
用

し
、

住
み

慣
れ

た
ホ

ー
ム

で
１

日
で

も
長

く
暮

ら
せ

る
よ

う
支

援

現
在

1
7
住

居
中

5
住

居
で

夜
間

支
援

、
高

齢
化

に
伴

い
、

2
住

居
夜

間
支

援
ホ

ー
ム

増
加

検
討

、
一

方
で

世
話

人
の

確
保

に
苦

慮
、

確
保

で
き

次
第

実
施

予
定

2
3

居
宅

介
護

、
重

度
訪

問
介

護
、

同
行

援
護

7
2

利
用

者
、

障
害

児
及

び
障

害
児

の
保

護
者

の
意

志
、

人
格

を
尊

重
し

、
利

用
者

等
の

立
場

に
立

っ
た

サ
ー

ビ
ス

提
供

介
護

保
険

と
同

時
に

実
施

す
る

も
異

な
る

点
が

あ
り

考
慮

し
な

が
ら

実
施

、
今

後
の

資
格

取
得

も
課

題

住
み

慣
れ

た
町

・
家

で
の

生
活

を
豊

か
に

す
る

支
援

2
4

生
活

介
護

、
就

労
継

続
支

援
B

型
1
2

1
9

障
害

の
あ

る
方

が
日

中
に

通
え

る
場

と
し

て
設

立
利

用
者

数
減

少
、

本
人

・
家

族
の

高
齢

化
安

心
・
安

全
に

通
え

る
場

が
存

続
で

き
る

よ
う

運
営

そ
の

他
の

取
組

み
番

号
活

動
内

容
職

員
数

会
員

数
利

用
者

数
設

立
目

的
課

題
・
問

題
点

今
後

の
方

向
性
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2
5

生
活

介
護

、
就

労
継

続
支

援
B

型
1
6

3
6

活
動

や
経

験
を

通
じ

て
学

び
、

生
活

の
主

体
者

と
し

て
豊

か
な

暮
ら

し
を

実
現

し
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
を

支
援

多
用

な
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

、
工

賃
向

上
へ

の
取

組
、

親
亡

き
後

の
暮

ら
し

の
保

障
地

域
共

生
社

会
の

実
現

を
目

指
し

サ
ー

ビ
ス

拡
充

、
地

域
住

民
と

支
え

合
う

中
で

地
域

の
持

続
可

能
性

を
高

め
る

。

2
6

施
設

入
所

、
生

活
介

護
、

短
期

入
所

5
0

社
会

か
ら

取
り

残
さ

れ
よ

う
と

す
る

子
供

た
ち

を
自

分
た

ち
の

力
で

生
産

に
従

事
で

き
、

自
信

を
も

っ
て

暮
ら

せ
る

よ
う

に
、

と
授

産
所

と
し

て
設

立

人
材

確
保

、
利

用
者

の
高

齢
化

・
重

度
化

に
よ

り
現

施
設

の
機

能
で

の
支

援
の

限
界

、
老

朽
化

に
よ

る
修

繕
費

に
よ

る
圧

迫

障
害

特
性

に
応

じ
た

住
み

分
け

、
支

援
が

で
き

る
よ

う
新

館
建

築
を

目
標

自
分

た
ち

で
で

き
る

こ
と

を
考

え
、

地
域

と
共

生
す

る
施

設
を

目
指

す
。

2
7

総
合

相
談

、
計

画
等

作
成

、
計

画
相

談
、

そ
の

他

4
9
6

地
域

等
へ

の
貢

献
職

員
一

人
で

受
け

る
相

談
に

限
界

、
一

方
で

、
職

員
の

増
員

が
困

難
地

域
に

根
差

し
た

な
く
て

は
な

ら
な

い
事

業
所

を
目

指
す

。
地

域
に

開
か

れ
た

法
人

・
事

業
所

に
な

れ
る

よ
う

一
つ

一
つ

目
の

前
の

こ
と

を
や

っ
て

い
く
。

2
8

共
同

生
活

援
助

9
5

地
域

生
活

を
営

む
利

用
者

に
対

し
、

日
常

生
活

の
相

談
、

必
要

に
応

じ
た

支
援

を
行

い
、

住
み

慣
れ

た
町

で
継

続
し

て
生

活
を

行
え

る
よ

う
支

援

現
・
女

性
ホ

ー
ム

の
た

め
、

男
性

の
入

所
希

望
へ

の
対

応
（
他

市
で

は
家

賃
補

助
が

あ
る

が
豊

能
町

に
は

な
い

）

コ
ロ

ナ
禍

の
中

、
地

域
に

出
て

い
く
機

会
の

少
な

い
ホ

ー
ム

入
所

者
と

の
外

出
等

、
今

後
ど

の
よ

う
に

す
れ

ば
良

い
か

検
討

2
9

居
宅

介
護

、
重

度
訪

問
介

護
、

同
行

援
護

、
地

域
生

活
支

援

2
2

利
用

者
、

障
害

児
及

び
障

害
児

の
保

護
者

の
意

志
、

人
格

を
尊

重
し

、
利

用
者

等
の

立
場

に
立

っ
た

サ
ー

ビ
ス

提
供

人
材

確
保

が
困

難
、

重
度

利
用

者
に

対
し

て
身

体
介

護
を

提
供

で
き

る
職

員
が

少
な

い
。

利
用

者
等

が
居

宅
に

お
い

て
自

立
し

た
日

常
生

活
、

社
会

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

生
活

全
般

に
わ

た
る

援
助

を
適

切
、

効
果

的
に

行
う

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

人
員

の
確

保

3
0

共
同

生
活

援
助

9
6

自
立

支
援

利
用

者
の

能
力

ア
ッ

プ
の

た
め

、
作

業
所

を
設

立
し

た
い

。

3
1

施
設

入
所

、
生

活
介

護
、

就
労

継
続

支
援

B
型

、
短

期
入

所

2
5

5
2

障
害

者
に

対
し

、
意

志
、

人
格

を
尊

重
し

、
利

用
者

等
の

立
場

に
立

っ
た

サ
ー

ビ
ス

提
供

3
2

訪
問

介
護

1
1

2
0

障
害

の
あ

る
方

の
在

宅
で

の
生

活
の

支
援

そ
の

他
の

取
組

み
番

号
活

動
内

容
職

員
数

会
員

数
利

用
者

数
設

立
目

的
課

題
・
問

題
点

今
後

の
方

向
性
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3
3

就
労

移
行

支
援

6
1
9

自
立

や
就

労
を

目
指

す
べ

き
人

、
支

援
を

必
要

と
す

る
方

に
対

す
る

適
切

な
支

援
、

職
場

定
着

、
自

立
し

た
職

業
人

を
輩

出
し

、
国

の
社

会
発

展
に

寄
与

法
人

内
に

車
い

す
対

応
ト

イ
レ

が
な

い
事

業
所

が
あ

り
、

自
立

歩
行

が
可

能
な

方
の

み
受

入
れ

、
問

題
解

消
に

向
け

て
検

討
中

よ
り

よ
い

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
た

め
、

在
宅

支
援

や
IC

T
導

入
な

ど
に

広
く
対

応
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

3
4

就
労

継
続

支
援

A
型

7
6

障
害

者
の

方
々

へ
オ

フ
ィ

ス
系

の
就

業
場

所
を

提
供

従
来

の
就

労
継

続
支

援
A

型
で

は
収

益
事

業
受

託
が

困
難

、
採

算
が

厳
し

か
っ

た
が

、
算

定
特

例
の

特
定

組
合

企
業

か
ら

毎
月

一
定

額
を

受
託

す
る

こ
と

で
採

算
面

で
長

期
に

成
長

で
き

る
事

業
の

構
築

が
可

能
と

な
る

。

特
定

組
合

企
業

の
加

入
を

増
や

し
、

オ
フ

ィ
ス

系
の

利
用

者
も

増
や

す
予

定
。

農
業

分
野

で
の

施
設

を
つ

く
り

た
い

。

将
来

的
に

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
検

討
、

農
業

系
の

施
設

も
計

画
し

て
お

り
、

関
心

の
あ

る
自

治
体

と
組

み
推

進
予

定

3
5

生
活

介
護

、
就

労
継

続
支

援
B

型
1
6

5
4

従
業

員
の

確
保

、
新

人
職

員
の

指
導

活
動

内
容

の
マ

ン
ネ

リ
化

施
設

外
で

の
活

動
参

加
、

地
域

活
動

を
通

じ
交

流
を

深
め

る
。

3
6

就
労

移
行

支
援

、
就

労
定

着
支

援
7

3
6

利
用

者
の

自
立

し
た

社
会

生
活

の
サ

ポ
ー

ト
訓

練
内

容
の

充
実

、
専

門
分

野
へ

就
労

を
希

望
す

る
方

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
サ

ポ
ー

ト

3
7

就
労

継
続

支
援

A
型

7

利
用

者
が

自
立

し
た

日
常

生
活

、
社

会
生

活
が

で
き

る
よ

う
、

軽
作

業
、

事
務

を
提

供
し

効
果

的
に

行
う

。

一
般

就
労

へ
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

強
化

、
利

用
者

一
人

ひ
と

り
へ

の
小

ま
め

な
声

掛
け

一
般

就
労

し
た

利
用

者
の

安
定

も
守

る
こ

と
が

で
き

る
事

業
所

を
目

指
す

。
A

型
事

業
所

で
あ

る
が

、
一

般
就

労
し

た
い

と
い

う
気

持
ち

が
あ

る
利

用
者

に
対

し
、

企
業

の
面

接
同

行
や

履
歴

書
の

書
き

方
の

支
援

を
行

う
。

3
8

就
労

継
続

支
援

A
型

8
4
2

利
用

者
が

自
立

し
た

社
会

生
活

が
で

き
る

よ
う

、
就

労
の

機
会

を
提

供
ス

タ
ッ

フ
の

育
成

一
般

企
業

と
繋

が
り

を
も

ち
、

特
化

し
た

就
労

の
機

会
を

提
供

す
る

事
業

所
の

展
開

3
9

就
労

継
続

支
援

A
型

3

パ
ソ

コ
ン

業
務

に
特

化
し

た
事

業
所

で
、

パ
ソ

コ
ン

業
務

を
通

し
て

様
々

な
業

種
に

対
応

、
従

事
で

き
る

人
材

の
育

成
を

目
指

す
。

パ
ソ

コ
ン

本
体

の
ハ

ー
ド

面
を

強
化

し
た

い
が

、
予

算
上

、
思

う
よ

う
に

設
備

投
資

が
で

き
な

い
。

入
力

業
務

だ
け

で
な

く
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

な
業

務
を

強
化

。
イ

ラ
ス

ト
作

成
に

関
わ

る
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
の

提
案

、
絵

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

グ
ッ

ズ
作

成
、

フ
リ

ー
ゲ

ー
ム

開
発

に
よ

る
ゲ

ー
ム

配
信

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

開
発

な
ど

4
0

生
活

介
護

、
就

労
継

続
支

援
B

型
3
0

8
9

そ
の

他
の

取
組

み
番

号
活

動
内

容
職

員
数

会
員

数
利

用
者

数
設

立
目

的
課

題
・
問

題
点

今
後

の
方

向
性
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4
1

就
労

継
続

支
援

A
型

4
1
0

自
立

と
社

会
復

帰
を

促
進

し
、

働
く
喜

び
を

共
有

す
る

。
利

用
者

の
自

立
に

対
す

る
教

育
、

仕
事

に
対

す
る

考
え

方
や

の
ぞ

み
方

の
教

育
、

仕
事

に
対

す
る

責
任

感
の

意
識

付
け

販
路

を
増

し
、

成
功

体
験

を
増

す
。

利
用

者
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
し

な
が

ら
専

門
性

を
あ

げ
る

。
利

用
者

の
賃

金
を

上
げ

、
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

働
い

て
も

ら
う

。

4
2

就
労

継
続

支
援

B
型

7
1
3

B
型

・
ホ

ー
ム

・
生

活
介

護
等

　
希

望
に

応
じ

て
増

床
、

新
築

検
討

4
3

共
同

生
活

援
助

8
1
2

希
望

に
応

じ
増

床
検

討
B

型
・
ホ

ー
ム

・
生

活
介

護
等

　
希

望
に

応
じ

て
増

床
、

新
築

検
討

4
4

共
同

生
活

援
助

3
1

3
8

利
用

者
が

自
立

を
目

指
し

、
地

域
に

お
い

て
日

常
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
を

適
切

に
提

供
す

る
。

人
材

確
保

、
人

材
育

成
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

4
5

生
活

介
護

1
9

4
3

社
会

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

施
設

内
が

狭
い

た
め

、
広

い
ス

ペ
ー

ス
確

保
新

規
事

業
所

開
設

4
6

訪
問

入
浴

サ
ー

ビ
ス

1
0

介
護

相
談

4
7

児
童

発
達

支
援

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス

1
1

6
8

自
ら

が
希

望
す

る
未

来
を

自
ら

創
り

出
す

こ
と

を
目

標
に

、
全

て
の

基
礎

と
な

る
、

身
体

、
感

覚
、

視
覚

の
バ

ラ
ン

ス
を

整
え

、
し

っ
か

り
と

し
た

土
台

の
上

に
た

く
さ

ん
の

経
験

と
い

う
積

み
木

を
積

み
上

げ
て

い
け

る
よ

う
一

人
ひ

と
り

を
見

守
る

。

4
8

児
童

発
達

支
援

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス

そ
の

他
の

取
組

み
番

号
活

動
内

容
職

員
数

会
員

数
利

用
者

数
設

立
目

的
課

題
・
問

題
点

今
後

の
方

向
性
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4
9

児
童

発
達

支
援

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス

7
1
0
8

利
用

者
が

日
常

生
活

に
お

け
る

基
本

的
動

作
及

び
知

識
技

能
を

習
得

し
、

集
団

生
活

に
適

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

適
切

か
つ

効
果

的
な

指
導

訓
練

を
行

う
。

5
0

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

7
6
0

活
動

的
な

放
課

後
を

過
ご

す
。

5
1

児
童

発
達

支
援

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、

保
育

所
等

訪
問

支
援

2
7

5
5

育
ち

の
上

で
気

が
か

り
な

こ
と

が
あ

る
就

学
前

の
子

供
た

ち
の

た
め

に
、

通
園

で
保

育
を

行
う

こ
と

で
、

成
長

・
発

達
を

促
し

、
基

本
的

な
生

活
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

児
童

福
祉

法
に

基
づ

き
、

障
害

特
性

に
応

じ
た

専
門

的
な

支
援

を
、

身
近

な
地

域
で

提
供

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

5
2

児
童

発
達

支
援

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、

居
宅

訪
問

型
児

童
発

達
支

援

7
7
4

社
会

福
祉

法
人

大
阪

府
肢

体
不

自
由

者
協

会
が

設
置

す
る

サ
ー

ビ
ス

の
適

正
な

運
営

の
確

保
の

た
め

、
必

要
な

人
員

、
運

営
管

理
に

関
す

る
事

項
を

定
め

、
サ

ー
ビ

ス
の

円
滑

な
管

理
運

営
を

図
る

と
と

も
に

、
障

害
児

の
保

護
者

の
意

思
及

び
人

格
を

尊
重

し
、

利
用

者
の

立
場

に
立

っ
た

適
切

な
支

援
を

提
供

難
聴

児
の

通
所

施
設

で
あ

り
数

が
少

な
い

た
め

、
広

範
囲

か
ら

の
通

う
方

が
多

く
、

電
車

や
車

で
の

移
動

に
時

間
を

要
し

た
り

、
コ

ロ
ナ

に
よ

る
心

配
も

あ
る

。
保

護
者

の
送

迎
が

必
要

で
あ

り
保

護
者

が
忙

し
い

場
合

、
安

定
し

て
の

利
用

が
困

難

こ
の

事
業

を
広

範
囲

で
設

立
で

き
れ

ば
、

親
子

と
も

負
担

な
く
通

所
が

で
き

る
と

考
え

る
。

小
学

生
が

増
え

て
い

る
の

で
、

預
か

り
型

の
放

デ
イ

も
検

討

補
聴

器
を

扱
う

業
者

に
よ

る
オ

ー
ジ

オ
グ

ラ
ム

の
見

方
や

家
庭

で
の

扱
い

方
に

つ
い

て
の

講
習

、
色

々
な

進
路

を
選

択
さ

れ
た

子
供

や
保

護
者

と
の

交
流

会

5
3

保
育

、
機

能
訓

練
　

他
5
2

6
8

障
害

児
の

専
門

療
育

を
行

い
、

発
達

の
支

援
を

行
う

。

5
4

児
童

発
達

支
援

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス

1
0

1
8

障
害

児
の

療
育

活
動

や
放

課
後

活
動

を
通

じ
て

児
童

の
発

達
を

促
し

、
親

、
家

族
の

就
労

や
レ

ス
パ

イ
ト

ケ
ア

、
子

育
て

支
援

を
図

る
。

手
洗

・
う

が
い

・
換

気
・
消

毒
等

の
コ

ロ
ナ

対
策

は
徹

底
し

て
い

る
が

、
狭

い
空

間
で

密
に

な
る

リ
ス

ク
が

あ
る

。
多

様
な

障
害

の
あ

る
児

童
が

利
用

し
て

お
り

、
障

害
に

合
わ

せ
た

支
援

が
短

い
利

用
時

間
の

中
で

十
分

に
提

供
で

き
て

い
る

と
は

い
え

な
い

。

今
年

度
よ

り
児

童
発

達
支

援
を

開
始

、
未

就
学

児
を

含
め

幅
広

く
児

童
を

受
入

れ
る

。

5
5

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

1
0

発
達

障
害

等
で

動
作

、
技

能
、

集
団

活
動

へ
の

適
応

な
ど

の
支

援
が

必
要

な
方

に
対

し
、

必
要

に
応

じ
た

支
援

を
行

う
。

活
動

内
容

の
異

な
る

児
童

が
一

つ
の

部
屋

で
過

ご
す

こ
と

の
難

し
さ

を
感

じ
る

。
環

境
整

備
、

長
期

休
暇

時
の

過
ご

し
方

等

午
前

の
空

き
時

間
を

活
用

し
た

児
童

発
達

支
援

そ
の

他
の

取
組

み
番

号
活

動
内

容
職

員
数

会
員

数
利

用
者

数
設

立
目

的
課

題
・
問

題
点

今
後

の
方

向
性
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5
6

児
童

発
達

支
援

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス

1
6

1
9
2

5
7

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

8
3
1

障
害

者
に

対
す

る
事

業
所

が
少

な
か

っ
た

当
時

、
家

族
に

障
害

が
あ

っ
た

こ
と

、
介

護
福

祉
士

の
資

格
を

有
し

て
い

た
こ

と
な

ど
か

ら
設

立

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
、

県
や

市
の

主
催

す
る

研
修

に
参

加
で

き
な

い
。

S
T
、

O
T
、

P
T
等

の
訓

練
士

を
確

保
し

、
サ

ー
ビ

ス
の

質
や

内
容

を
向

上
し

た
い

。

5
8

児
童

発
達

支
援

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス

1
2

8
3

障
害

児
の

生
き

抜
く
た

め
の

力
、

良
質

な
療

育
を

行
う

。
広

い
社

屋
が

あ
れ

ば
良

い
。

も
っ

と
受

け
入

れ
で

き
れ

ば
良

い
。

児
童

発
達

支
援

の
児

童
は

３
・
４

年
の

在
籍

で
、

放
デ

イ
の

在
籍

者
ば

か
り

が
増

え
る

。

よ
り

専
門

性
の

高
い

療
育

を
地

域
で

実
施

し
た

い
。

障
害

児
相

談
支

援
を

開
所

で
き

れ
ば

。
現

在
は

放
デ

イ
で

学
習

支
援

を
中

心
に

実
施

。
L
D

児
（
知

的
に

問
題

の
な

い
子

）
の

早
期

療
育

発
見

し
、

ビ
ジ

ョ
ン

、
音

韻
操

作
等

の
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

的
な

子
の

学
習

の
や

り
方

と
メ

ン
タ

ル
面

を
中

心
に

指
導

5
9

児
童

発
達

支
援

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、

保
育

所
等

訪
問

支
援

1
0

5
0

前
事

業
所

か
ら

の
継

続
保

護
者

面
談

の
時

間
確

保

6
0

児
童

発
達

支
援

7
3
4

障
害

児
の

意
志

及
び

障
害

児
の

保
護

者
の

意
志

、
人

格
を

尊
重

し
、

適
切

な
児

童
発

達
支

援
を

提
供

す
る

。

地
域

及
び

家
庭

と
の

結
び

つ
き

を
重

視
し

、
市

町
村

、
他

の
保

健
、

医
療

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

の
綿

密
な

連
携

を
図

り
、

総
合

的
な

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

努
め

る
。

障
害

児
が

日
常

生
活

に
お

け
る

基
本

動
作

を
習

得
し

、
集

団
生

活
に

適
切

か
つ

効
果

的
な

指
導

及
び

訓
練

を
行

う
。

障
害

児
、

保
護

者
の

必
要

な
時

に
必

要
な

指
定

児
童

発
達

支
援

の
提

供
が

で
き

る
よ

う
努

め
る

。

そ
の

他
の

取
組

み
活

動
内

容
職

員
数

会
員

数
利

用
者

数
設

立
目

的
課

題
・
問

題
点

今
後

の
方

向
性

※
ご

回
答

い
た

だ
き

ま
し

た
内

容
を

、
趣

旨
を

損
な

わ
な

い
よ

う
に

文
体

を
整

理
し

た
上

で
記

載
し

て
い

ま
す

。

※
ご

回
答

の
記

載
が

な
か

っ
た

項
目

は
空

欄
に

し
て

い
ま

す
。

番
号
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 ○
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

実
績

と
今

後
の

計
画

 （
6
0
事

業
所

の
回

答
集

計
）

（単
位

：人
）

0
0

0
0

0
67

0
0

0
0

37
0

0
1

0
7

49
0

0
0

10
0

20
0

0
0

0
0

0
0

27
0

3
0

0
17

0
0

0
0

36
0

0
0
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５．用語説明 

【あ行】 

・医療的ケア 

たんの吸引や鼻などから管を通して栄養剤を流し込む経管栄養など、在宅で家族が日
常的に行う医療的介助行為。医師法上の医療行為と区別され、医療的ケアと呼ばれる。 

 

・インクルージョン 

福祉や教育の分野等において、障害があることによる区別を取り除き、誰もが対等な
関係で関わり合い、社会や組織に参加する機会が提供されるという理念。 

 

【か行】 

・高次脳機能障害 

外傷性脳損傷、脳血管障害等により脳に損傷を受け、その後遺症として生じた記憶障
害、注意障害、社会的行動障害などの認知障害等のこと。 

 

・基幹相談支援センター 

障害者総合支援法に基づき設置される、地域における障害者、障害児及びその家族等
に対する相談支援の中核的な役割を担う機関。 

 

【さ行】 

・児童発達支援センター 

通所により障害児やその家族に対する支援を行う身近な療育の場としての機能に加え
て、専門機能を活かし、地域の障害児やその家族への相談、障害児を預かる施設への援
助・助言などを行う地域の中核的な療育支援施設。 

 

・自立支援協議会 

障害者の地域における自立生活を支援するため、関係機関・団体、障害者・その家
族、障害福祉サービス事業者や医療、教育、雇用を含めた関係者が、地域の課題を共有
し、地域の支援体制の整備について協議を行う場で、地方公共団体が単独または共同で
設置する。 

 

・成年後見制度 

認知症高齢者、知的障害者、精神障害者など、判断能力が不十分であるために法律行
為における意思決定が不十分または困難な者について、その判断力を補い保護支援する
制度。 

 

【た行】 

・地域共生社会 

社会構造の変化や人々の暮らしの変化を踏まえ、制度・分野ごとの「縦割り」や「支
え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と
人、人と資源が世代や分野を超えつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きが
い、地域をともに創っていく社会を目指すもの。 
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・地域生活支援拠点等 

障害者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、居住支援のための機能（相談支

援、緊急時の受入れ・対応、体験の機会・場の提供、専門的人材の養成・確保、地域の
体制づくり）を、１つの機関に集約する多機能拠点整備型、地域の複数の機関が分担し
て機能を担う面的整備型等、地域の実情に応じた創意工夫により整備し、障害者の生活
を地域全体で支えるサービス提供体制。 

 

【な行】 

・難病 

医学的に明確に定義された病気の名称ではなく、一般的に「治りにくい病気」や「不
治の病」のことを指す。 

 

【は行】 

・発達障害 

自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障
害その他これに類する脳機能障害で、その症状が通常低年齢において発現するもの。 

自閉症とは、３歳位までに現れ、他人との社会的関係の形成の困難さ、言葉の発達の
遅れ、興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴とする行動の障害。 

アスペルガー症候群とは、知的発達の遅れを伴わず、かつ、自閉症の特徴のうち言葉
の発達の遅れを伴わないもの。 

学習障害とは、基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書
く、計算する、または推論する能力のうち、特定のものの習得と使用に著しい困難を示
す様々な状態を指すもの。 

注意欠陥多動性障害とは、年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力、衝動性、多動性
を特徴とする行動の障害で、社会的な活動や学業の機能に支障をきたすもの。 

 

・バリアフリー 

バリアとは「障壁」のことで、バリアフリーは、障害のある人等が生活するうえで妨
げとなる障壁を取り去った状態のことを表す。物理的な障壁だけではなく、人々の意識

の問題等も含めて用いられる。 

 

・ピアサポート 

  同じような立場にある人同士が体験を語り合うなどにより互いに支え合う取組み。 

 

・ペアレントメンター 

発達障害のある子どもを持つ親であり、同じく子どもが発達障害の診断を受けて間も
ない親などに対して、自らの経験を活かして相談に応じたり助言を行ったりする者。 

 

【ら行】 

・療育 

1951年に肢体不自由の父といわれる高木憲次が唱えた言葉であり、「療」は医療を
「育」は養育または保育を意味し、医学的治療と教育その他の科学を動員して障害児の
残存能力や可能性を開発しようという主張であった。児童福祉法では療育の指導等の規
定があり、福祉の措置である。障害の早期発見、早期治療によりその障害の治癒または
軽減を図ることを目的としている。 
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